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連合駿台会
会長

田村 駿

以
降
テ
ロ
の
脅
威
が
各
国
共
通
の
そ
し
て
喫
緊
の
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
政
治
経
済
面
で
は
、
六
月
の
国

民
投
票
に
よ
る
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
定
、
移
民
労

働
者
の
流
入
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
十
一

月
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
は
大
方
の
予
想
に
反

し
ト
ラ
ン
プ
氏
が
選
ば
れ
、
世
界
中
が
ト
ラ
ン
プ

シ
ョ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
極
端
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
思

想
が
台
頭
し
、排
他
的
な
風
潮
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
欧
州
で
は
中
東
難
民
問
題
を
抱
え
て
い
る

中
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
新
た
な
指

導
者
を
選
び
ま
す
。
誰
が
国
民
か
ら
選
ば
れ
る
の

か
？　

で
大
き
な
〝
変
化
〟
が
あ
り
う
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
は
、
国
際
社
会
の
動
向
を

注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
明
確
な
ポ
リ
シ
ー
で
外
交

昨
年
は
、
会
長
は
じ
め
多
く
の
役
員
の
交
替
が
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
。
ご
協
力

に
よ
り
当
会
の
目
指
す
運
営
並
び
に
活
動
が
順
調
に

推
移
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

昨
年
の
日
本
は
、
熊
本
大
地
震
な
ど
大
災
害
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
け
る
日
本
選
手
の
活
躍
に
国
中
が
燃
え
上
が

り
ま
し
た
。政
治
は
安
定
し
た
安
倍
政
権
で
推
移
し
、

女
性
初
の
小
池
東
京
都
知
事
が
誕
生
、
天
皇
陛
下
は

退
位
の
ご
意
向
を
お
示
し
に
な
り
、
懸
案
の
日
ロ
交

渉
が
行
わ
れ
た
あ
と
年
末
に
は
、
歴
史
に
区
切
り
を

つ
け
る
安
倍
・
オ
バ
マ
会
談
が
も
た
れ
日
米
同
盟
が

深
化
す
る
な
ど
、
様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
動
き
を
見
る
と
、
パ
リ
で
の
無
差
別
テ
ロ

な
ど
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

年
は
ト
ラ
ン
プ
旋
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
不
透
明
で

不
確
実
な
対
応
で
難
し
い
か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ
る

一
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
わ
が
母
校
は
昨
年
、
理
事
長
、
学
長
を
は
じ

め
多
く
の
役
員
が
交
替
し
、
新
た
な
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
十
八
歳
人
口
の
減
少
で
大
学
経
営
が

大
変
難
し
い
時
代
に
入
り
、
文
科
省
の
一
般
定
員
厳

格
管
理
要
請
に
対
し
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
学
則
の

一
部
改
正
を
行
い
二
〇
一
八
年
度
か
ら
入
学
定
員
及

び
収
容
定
員
を
増
員
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
に
策
定
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
達

成
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
こ
こ
数
年
経
営
上
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
帰
属
収
支
差
額
の
赤
字
を
解
消
し

健
全
な
財
政
基
盤
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

当
会
も
新
体
制
と
な
り
、
五
つ
の
委
員
会
を
統
括

す
る
運
営
委
員
会
で
、「
会
員
間
の
親
睦
」
と
並
ぶ

会
の
二
大
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
「
大
学
支
援
」

に
向
け
て
、
従
来
か
ら
の
学
術
賞
な
ど
の
各
種
支
援

に
加
え
、
創
立
一
四
〇
周
年
を
見
据
え
た
「
連
合
駿

台
会
大
学
支
援
寄
付
金
制
度
」（
仮
称
）
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
使
用
使
途
を
明
確
に
大
学
に
要
求

し
、
会
員
の
皆
様
か
ら
任
意
の
寄
付
金
を
募
る
制
度

で
あ
り
ま
す
。
大
学
支
援
の
た
め
是
非
実
現
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
た
な
飛
躍
の
年
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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二
〇
一
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
連
合
駿
台
会
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
学
の
運
営

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
始
の
ご
挨
拶
に
あ
た
っ
て
連
合
駿
台
会

の
結
成
と
そ
の
後
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
輩
方

に
思
い
を
致
し
、
理
事
長
室
に
あ
る
『
連
合
駿
台
会

五
〇
年
の
歩
み
』（
二
〇
〇
四
年
七
月
発
行
）
を
精

読
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
歴
代
運
営
に
関
わ
っ

た
方
の
お
名
前
を
見
ま
す
と
、
本
学
の
理
事
長
・
理

事
、
評
議
員
な
ど
法
人
運
営
に
参
画
さ
れ
た
方
を
多

く
お
見
受
け
し
、
改
め
て
連
合
駿
台
会
の
方
々
が
本

学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し

ま
し
た
。
今
も
な
お
、
か
く
も
多
く
の
方
が
連
合
駿

台
会
の
下
に
集
い
、
母
校
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
法
人
役
員
の
み
な
ら
ず
学
生
・
教
職
員
に

と
っ
て
大
変
励
み
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
活
躍
は
、
今
こ
う
し
て
本
学
が
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
紛
れ
も
な
く
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
有
難
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、「
世
界
へ
︱
国
際
人
の
育
成
と
交
流
の

た
め
の
拠
点　

世
界
で
活
躍
す
る
強
く
輝
く
『
個
』

を
育
て
る
教
育
研
究
の
実
現
」
を
掲
げ
る
本
学
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
し
た
第
一
期
中
期
計
画
が
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
た
る
創
立
一
四

〇
周
年
も
見
据
え
た
上
で
、
新
た
な
時
代
に
相
応
し

い
第
二
期
中
期
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
教
育
研
究
環
境
を
力
強
く
支
え
、
世
界
に

伍
す
る
大
学
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、
本
学
全
体
を

俯
瞰
し
、
優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
て
経
営
資
源
を
投
資
し
、
更
な
る
発
展
に
向
け

て
邁
進
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
研
究
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
「
個
を
強
く
す
る
大
学
」
を

理
念
と
す
る
明
治
大
学
が
、「
評
価
さ
れ
る
大
学
」

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
学
」
で
あ
る
こ
と
を
一
段
と
社

会
に
示
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
学
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
方
々
か
ら
の
ご
理
解
を
一
層
賜
り
、
支
援

の
輪
を
広
げ
る
取
組
み
に
も
尽
力
い
た
す
所
存
で

す
。連

合
駿
台
会
規
約
第
三
条
に
は
「
会
員
相
互
の
研

鑽
、
親
睦
を
図
る
と
共
に
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
と
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
校
明
治
大

学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
更
に
高
め
る
た
め
に
も
、
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
年
も
一
層
社
会
で
活
躍
い

た
だ
く
と
同
時
に
、
本
学
へ
の
倍
旧
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
連
合
駿
台
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

学校法人明治大学
理事長

柳谷 孝

連
合
駿
台
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
と
も
に
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意
義
は
、
こ
の
服
従
の
教
育
を
脱
却
し
て
学
生
の
自

由
で
主
体
的
な
学
び
方
に
足
を
置
い
た
教
育
へ
と
向

か
う
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
岸
本
先
生
は

「
自
由
放
任
主
義
」
こ
そ
私
立
学
校
の
思
想
で
あ
る

と
さ
え
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
諸
君
が
最
後

の
教
育
者
、
最
上
の
教
育
者
は
諸
君
自
身
た
る
こ
と

を
記
憶
せ
ん
こ
と
を
要
す
」
と
学
生
に
語
っ
た
の
で

す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
こ
の
岸
本
先
生

の
教
育
思
想
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
そ
こ
に
明
治
ら

し
い
新
し
い
教
育
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

教
養
教
育
と
い
う
大
学
教
育
の
基
盤
を
確
固
と
し

た
も
の
に
し
、
新
し
い
形
の
教
育
を
導
き
出
す
た
め

に
も
、
必
要
な
施
策
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
明
治
大
学
の
根
幹
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
所

存
で
す
。
新
年
を
こ
の
希
望
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
、
連
合
駿
台
会
の
皆
さ
ま
と
も
活
発
な
議
論
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
共
に
前
へ
進
み
ま

し
ょ
う
。

結
び
に
あ
た
り
、
連
合
駿
台
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
会
員
各
位
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
連
合

駿
台
会
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
昨
年
は
ど
の
よ
う
な

一
年
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
明
治
大
学
に
と
っ
て

は
、
昨
年
は
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
体
制
の

も
と
で
、
大
学
全
体
が
力
を
結
集
し
、
ひ
と
つ
ず
つ

課
題
を
克
服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、

文
部
科
学
省
の
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」
及
び
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
の

採
択
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
明
治
大
学
の
教
育
力
・

研
究
力
を
社
会
に
広
く
示
す
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
着

実
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今

年
も
引
き
続
き
こ
の
飛
躍
を
さ
ら
に
前
へ
と
推
し
進

め
て
、
明
治
大
学
を
圧
倒
的
存
在
に
す
る
た
め
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
覚
悟
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
―
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
強
化
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い

く
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
、
主
体
的
学

び
を
促
進
す
る
新
し
い
形
の
教
育
を
如
何
に
展
開
で

き
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

古
代
ロ
ー
マ
の
ス
ト
ア
派
の
哲
人
・
セ
ネ
カ
は
、

「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
を
世
界
市
民
（
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ン
）
の
た
め
の
教
育
で
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
自
分
の
生
ま
れ
た
場
所
の
習
慣
や
言
葉
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
世
界
の
う
ち
の
異
な
る
文
化
と
言
葉

に
ふ
れ
る
こ
と
で
自
分
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
、
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
で
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
大
学
教

育
の
根
本
は
、
こ
の
自
由
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
る

こ
と
で
す
。
大
学
が
異
な
る
言
語
を
教
え
、
社
会
科

学
の
学
部
学
生
に
も
物
理
学
を
教
え
る
の
は
、
世
界

の
広
が
り
と
多
様
性
を
、
そ
し
て
宇
宙
の
な
か
の
人

間
を
知
る
た
め
で
す
。
そ
こ
に
本
当
の
意
味
で
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
地
球
）
人
材
」
が
い
ま
す
。
大
学

生
と
し
て
の
知
性
と
感
性
を
涵
養
す
る
た
め
に
、
大

学
は
教
養
教
育
の
骨
格
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。一

方
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
現
在
の

ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
三
十
六
（
一

九
〇
三
）
年
に
、
明
治
大
学
の
創
立
者
の
一
人
で
あ

る
岸
本
辰
雄
先
生
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
実
に
面

白
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
岸
本
先
生
は
、
日
本

の
教
育
が
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
服
従
の
教
育
で

あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
う
え
で
、
私
立
学
校
設
立
の

明治大学
学長

土屋恵一郎

明
治
大
学
を
圧
倒
的
存
在
に
す
る
た
め
に
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二
八
︱
五
三
八
五

Ｂ
ｌｕｅ 

Ｇｒｅｅｎ 

Ｇｒｏｕｐ 

Ｉ
Ｎ
Ｃ.

杉
並
区
永
福
三
︱
三
三
︱
一
五

青

柳

勝

栄

168-
0064

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
二
︱
二
一
七
︱
〇
〇
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
二
︱
二
一
五
︱
一
〇
八
一

株
式
会
社
エ
ー
ビ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

仙
台
市
青
葉
区
宮
町
三
︱
八
︱
三
三

阿

部

倫

明

980-
0004

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
四
六
七
︱
〇
〇
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
四
六
七
︱
九
三
四
七

E
-m
ail:shojiak2@

tci-j.co.jp

Ｔ
Ｃ
Ｉ
株
式
会
社

渋
谷
区
東
二
︱
二
七
︱
一
〇

圷あ
く
つ　

昭

二

150-
0011

税

理

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
五
︱
九
三
一
︱
六
三
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
︱
九
三
四
︱
〇
一
二
五

足
立
会
計
事
務
所

静
岡
県
沼
津
市
御
幸
町
二
四
︱
三
〇

足

立

吉

松

410-
0832

〒
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
〇
︱
三
四
七
八
︱
七
八
五
二

明
治
大
学
顧
問

埼
玉
県
熊
谷
市
広
瀬
八
〇
〇
︱
二
︱
二
六
〇
六

新

井

久

晴

360-
0833

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
四
八
︱
二
一
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
四
八
︱
二
一
四
〇

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

中
央
区
築
地
六
︱
一
九
︱
二
〇

ニ
チ
レ
イ
東
銀
座
ビ
ル

代
表
取
締
役

社

長

池

田

泰

弘

104-
8402

常

務

執
行
役
員

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

四
三
三
三
︱
二
七
九
五

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

千
代
田
区
丸
の
内
一
︱
一
︱
二

石

井　

仁

100-
0005

代
表
社
員

税

理

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
七
八
三
︱
一
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
七
八
三
︱
一
一
七
五

税
理
士
法
人
あ
い
＆
ゆ
う
税
務
会
計
事
務
所

品
川
区
二
葉
二
︱
二
四
︱
九
︱
一
〇
一

石

橋

良

一

142-
0022

常
務
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
七
八
︱
二
七
︱
四
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
七
八
︱
二
七
︱
一
五
〇
九

三
八
五
流
通
株
式
会
社

青
森
県
八
戸
市
長
苗
代
上
中
坪
三
五
︱
一

泉

山

和

久

039-
1189

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
︱
五
二
六
︱
〇
八
〇
二

明
治
大
学
評
議
員
・
校
友
会
副
会
長

滋
賀
県
大
津
市
朝
日
が
丘
一
︱
一
四
︱
六

岩

田

守

弘

520-
0052

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
︱
七
一
七
六
︱
一
五
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
︱
七
一
七
六
︱
一
五
六
二

株
式
会
社
チ
ュ
チ
ュア
ン
ナ

大
阪
市
中
央
区
森
ノ
宮
中
央
一
︱
一
〇
︱
二

上

田

利

昭

540-
0003
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代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
二
〇
︱
五
〇
二
〇

株
式
会
社
大
和
総
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

江
東
区
冬
木
一
五
︱
六

草

木

頼

幸

135-
8460

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
三
四
五
︱
〇
三
九
三

野
村
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

新
宿
区
西
新
宿
一
︱
二
六
︱
二

新
宿
野
村
ビ
ル

取

締

役

社

長

沓

掛

英

二

163-
0566

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
二
︱
五
四
三
︱
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二
︱
五
四
六
︱
三
三
五
三

http://w
w
w
.jeol.co.jp

日
本
電
子
株
式
会
社

昭
島
市
武
蔵
野
三
︱
一
︱
二

栗
原
権
右
衛
門

196-
8558

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
六
〇
︱
五
三
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
二
六
一
︱
七
〇
八
五

株
式
会
社
協
成

新
宿
区
市
谷
田
町
三
︱
二
七

千
代
田
ビ
ル

代
表
取
締
役

社

長

古
賀
慎
一
郎

162-
0843

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
五
八
六
︱
〇
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
五
〇
三
︱
五
七
九
七

株
式
会
社
ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン

港
区
赤
坂
一
︱
九
︱
一
三

三
会
堂
ビ
ル
五
Ｆ

兒

玉

圭

司

107-
0052

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
四
︱
六
四
四
︱
六
〇
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
︱
六
四
四
︱
五
二
九
〇

株
式
会
社
藤
枝
江
﨑
新
聞
店

株
式
会
社
藤
枝
江
﨑
書
店

サ
ッ
カ
ー
の
町
藤
枝

静
岡
県
藤
枝
市
藤
枝
一
︱
四
︱
一
二

代
表
取
締
役

会

長

江
﨑
友
次
郎

426-
0025

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
︱
八
二
一
︱
一
六
四
三

携
帯
電
話　

〇
九
〇
︱
三
二
三
一
︱
四
七
三
九

連
合
駿
台
会　

専
務
理
事

横
浜
市
戸
塚
区
平
戸
町
七
七
五
︱
一
〇

上

西

紘

治

244-
0803

名
誉
会
長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
五
二
四
︱
一
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
一
五
九
︱
七
三
六
五

社
会
保
険
労
務
士
法
人
大
槻
経
営
労
務
管
理
事
務
所

中
央
区
銀
座
一
︱
一
六
︱
七

銀
座
大
栄
ビ
ル
八
Ｆ

大

槻

哲

也

104-
0061

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
九
一
三
︱
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
二
八
︱
三
一
一
八

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

中
野
区
中
野
四
︱
一
〇
︱
二

中
野
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク　

サ
ウ
ス
六
Ｆ

大

原

幸

男

164-
8545

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
六
三
︱
八
八
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
六
三
︱
八
八
二
八

ペ
ッ
プ
・
メ
イ
ツ
株
式
会
社

中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
四
︱
一
〇
︱
四
Ｆ

大

前

実

之

103-
0011

代
表
取
締
役
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六
三
︱
九
六
︱
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
三
︱
九
三
︱
一
三
一
六

株
式
会
社
ア
マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
石
田
二
〇
〇

岡

本

満

夫

259-
1196

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
八
七
五
︱
七
三
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
八
七
五
︱
七
三
六
〇

安
全
と
信
頼
の
警
備

タ
イ
ヨ
ー
株
式
会
社

葛
飾
区
東
新
小
岩
五
︱
八
︱
一
二

タ
ク
ミ
ビ
ル
二
Ｆ

最
高
顧
問

大

村

託

現

124-
0023

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
三
二
︱
五
四
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
三
七
︱
六
六
六
八

株
式
会
社
カ
ナ
エ

港
区
浜
松
町
二
︱
一
〇
︱
二

カ
ナ
エ
本
社
ビ
ル

代
表
取
締
役

社

長

金

子

圭

太

105-
0013

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
六
四
︱
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
六
四
︱
五
四
九
六

株
式
会
社
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

千
代
田
区
飯
田
橋
一
︱
一
︱
一

河

村　

博

102-
0072

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
六
︱
二
三
一
︱
〇
四
一
一

木
下
サ
ー
カ
ス
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
表
町
三
︱
二
三
︱
二
三

木

下

唯

志

700-
0822
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〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
︱
二
四
二
︱
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二
︱
二
四
二
︱
〇
〇
〇
九

金
印
株
式
会
社

名
古
屋
市
中
区
栄
三
︱
一
八
︱
一

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
二
三
Ｆ

代
表
取
締
役

会

長

小

林

一

光

103-
0012

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
三
三
五
︱
六
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
三
三
五
︱
六
八
六
〇

東
神
興
業
株
式
会
社

杉
並
区
上
荻
一
︱
二
三
︱
一
九

根

田

吉

雄

167-
0043

代
表
取
締
役
社
長

公
認
会
計
士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
七
五
︱
〇
八
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
七
五
︱
〇
八
〇
〇

㈱
明
大
サ
ポ
ー
ト
監
査
役

株
式
会
社
ザ
イ
ナ
ス

中
央
区
日
本
橋
三
︱
五
︱
一
三

三
義
ビ
八
Ｆ

坂

田

英

夫

103-
0027

理

事

長

校

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
五
︱
二
四
六
︱
八
八
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
︱
二
四
六
︱
一
一
八
八

学
校
法
人
新
潟
大
原
学
園

新
潟
市
中
央
区
花
園
一
︱
三
︱
三

髙

橋

淑

浩

950-
0086

取
締
役
兼

執
行
役
専
務

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
四
〇
四
︱
六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
四
〇
四
︱
六
七
一
五

六
興
電
気
株
式
会
社

港
区
芝
大
門
一
︱
一
︱
三
〇

坂

本

孝

行

105-
0012

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
︱
八
三
二
︱
二
五
一
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
八
二
四
︱
八
八
四
〇

ア
イ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
五
︱
二
︱
一
八

田

口

幸

隆

230-
0061

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
七
四
二
︱
七
六
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
七
〇
五
︱
八
〇
九
七

株
式
会
社
シ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

大
田
区
西
糀
谷
四
︱
二
八
︱
一
八

佐

藤　

仁

144-
0034

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
八
八
︱
〇
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
六
八
八
︱
〇
一
三
九

時
計
ベ
ル
ト
・
貴
金
属
製
品
製
造

株
式
会
社
バ
ン
ビ

台
東
区
台
東
四
︱
三
二
︱
一

代
表
取
締
役

会

長

舘
林
精
二
郎

110-
0016

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
八
一
︱
〇
八
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
八
一
︱
〇
八
九
〇

創
業
昭
和
五
十
六
年

東
都
ゴ
ル
フ
・
株
式
会
社
東
都
ジ
ャ
パ
ン

中
央
区
日
本
橋
三
︱
八
︱
一
〇

代
表
取
締
役

杉

浦

伸

二

103-
0027

〒
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
〇
︱
四
三
七
〇
︱
五
三
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
一
二
︱
一
〇
八
三

連
合
駿
台
会　

会
長

世
田
谷
区
駒
沢
二
︱
二
四
︱
三

田

村　

駿

154-
0012

常
任
顧
問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
︱
六
四
四
︱
〇
〇
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
六
四
四
︱
〇
三
〇
六

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
九
四
五

齊

藤

柳

光

330-
0855

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
七
三
四
︱
七
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
七
三
四
︱
七
一
一
五

株
式
会
社
旭
屋

大
田
区
西
蒲
田
七
︱
四
三
︱
一

瀬

戸

正

道

144-
0051

顧

問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
六
八
︱
六
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
六
八
︱
二
三
四
三

日
本
ア
ジ
ア
証
券
株
式
会
社

中
央
区
小
網
町
一
二
︱
七

当

山

明

彦

103-
0016
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取

締

役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
二
︱
二
七
六
︱
四
八
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
二
︱
五
〇
一
︱
四
八
一
〇

株
式
会
社
ス
パ
ー
ク

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
二
︱
一
七
︱
三
七

長

崎

清

正

733-
8648

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
三
六
︱
四
七
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
三
五
︱
〇
八
一
五

株
式
会
社
ナ
ガ
ホ
リ

台
東
区
上
野
一
︱
一
五
︱
三

長

堀

守

弘

110-
8546

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
九
三
九
︱
〇
〇
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
九
七
五
︱
〇
〇
五
六

株
式
会
社
ナ
ミ
キ

板
橋
区
成
増
三
︱
一
二
︱
一

並

木

洋

一

175-
0094

会

長

最
高
顧
問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
二
一
六
︱
六
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

六
二
七
二
︱
八
九
七
六

日
本
リ
ッ
ク
株
式
会
社

千
代
田
区
飯
田
橋
四
︱
八
︱
一
三

タ
カ
ラ
ビ
ル

日

髙

憲

三

102-
0072

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
八
〇
︱
一
四
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
八
〇
︱
四
三
六
五

西
山
商
事
株
式
会
社

狛
江
市
岩
戸
北
四
︱
一
九
︱
一
二

西

山

武

夫

201-
0004

所

長

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
九
九
一
︱
二
九
三
六

ひ
ら
か
わ
環
境
デ
ザ
イ
ン

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
田
中
二
︱
五
︱
一

平

川　

清

343-
0117

明
建
会（
明
治
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
Ｏ
Ｂ
会
）会
長

取

締

役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
九
︱
二
四
一
︱
三
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
九
︱
二
四
三
︱
二
六
四
四

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
水
戸
株
式
会
社

水
戸
市
千
波
町
一
九
八
八

幡

谷

公

朗

310-
0851

取

締

役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
二
四
︱
五
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
二
一
︱
一
六
一
七

岡
部
株
式
会
社

墨
田
区
押
上
二
︱
八
︱
二

廣

渡　

眞

131-
8505

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
九
五
︱
五
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
九
五
︱
五
二
六
〇

株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
ロ
ジ
パ
ル

葛
飾
区
東
四
つ
木
四
︱
四
二
︱
五

馬

場

範

夫

124-
8585

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
五
︱
四
三
三
︱
〇
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
︱
四
三
三
︱
〇
六
〇
〇

フ
ジ
企
画
株
式
会
社

横
浜
市
神
奈
川
区
子
安
通
一
︱
一
二
三
︱
六

藤

代

耕

一

221-
0021

『 防 水と屋 上を総 合 的にプロデュースする』

〒１２０-００２５　東京都足立区千住東２丁目２３番４号
ＴＥＬ ０３-３８８２-２４２４

	 代表取締役社長	 相臺 公豊
	 専務取締役	 相臺 志浩

代
表
取
締
役

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
四
四
三
︱
二
〇
五
〇

德
丸
織
物
株
式
会
社

埼
玉
県
蕨
市
北
町
三
︱
五
︱
四

德
丸
平
太
郎

335-
0001

所

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
九
四
五
︱
八
五
九
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
九
四
五
︱
八
五
四
一

中
根
税
務
会
計
事
務
所

豊
島
区
駒
込
一
︱
一
二
︱
一
六

レ
ジ
デ
ン
ス
六
義
園
一
階

中

根　

武

170-
0003

監

査

役

〒
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
九
五
二
︱
二
八
五
九

株
式
会
社
富
士
設
備

新
宿
区
西
落
合
四
︱
七
︱
一
四

原

田　

榮

161-
0031
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代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
五
三
︱
三
〇
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
五
五
︱
三
三
九
四

メ
ト
ロ
電
気
株
式
会
社

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
一
︱
一
九
︱
四

藤

巻

伴

英

101-
0063

所

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
六
五
︱
五
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
六
五
︱
五
一
〇
七

本
間
美
邦
税
理
士
事
務
所

千
代
田
区
麹
町
四
︱
三
︱
五

紀
尾
井
観
光
ビ
ル

本

間

美

邦

102-
0083

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
二
︱
六
六
一
︱
三
〇
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二
︱
六
六
一
︱
三
〇
七
二

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
株
式
会
社

八
王
子
市
狭
間
町
一
四
六
三

眞

壁

八

郎

193-
0941

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
九
五
〇
︱
六
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
九
五
〇
︱
六
六
五
二

ハ
ー
ド
プ
ロ
テ
ク
ト
株
式
会
社

豊
島
区
南
大
塚
三
︱
三
二
︱
一
〇

宮

下　

隆

170-
0005

取

締

役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
七
︱
三
五
一
︱
六
八
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
︱
三
八
一
︱
五
五
〇
五

株
式
会
社
ニ
ー
ト
Ｒ
Ｖ

千
葉
県
浦
安
市
美
浜
三
︱
一
九
︱
四

松

崎

優

子

279-
0011

顧

問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
五
五
五
︱
四
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
五
五
五
︱
四
六
二
〇

株
式
会
社
内
田
洋
行

中
央
区
新
川
二
︱
四
︱
七

向

井

眞

一

104-
8282

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
九
︱
二
五
一
︱
〇
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
九
︱
二
五
一
︱
八
八
〇
〇

株
式
会
社
松
本
商
会

埼
玉
県
富
士
見
市
鶴
馬
三
四
六
八

松
本
伸
一
郎

354-
0021

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
七
︱
三
五
四
︱
〇
一
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
︱
三
五
四
︱
〇
一
一
九

http://w
w
w
.dainichi.co.jp

株
式
会
社
ダ
イ
ニ
チ

千
葉
県
浦
安
市
北
栄
一
︱
一
六
︱
三

Ｄ
Ｎ
プ
ラ
ザ
ビ
ル

代
表
取
締
役

六

井

元

一

279-
002

明
治
大
学
校
友
会　

名
誉
会
長

村

山

富

市

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
六
五
︱
〇
七
七
一

杉
交
グ
ル
ー
プ

ハ
イ
ヤ
ー・タ
ク
シ
ー・貸
切
小
型
バ
ス

千

代

田

区

四

番

町

四

代

表

森　

省

三

102-
0081

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
五
︱
五
三
一
︱
二
〇
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
︱
五
三
一
︱
四
一
一
四

高
野
山
真
言
宗 

妙
智
山
歓
成
院
名
誉
住
職

宗
教
法
人  

大
倉
山
ア
ソ
カ
幼
稚
園
名
誉
園
長

横
浜
市
港
北
区
大
倉
山
二
︱
八
︱
七

摩

尼

和

夫

（
僧
名　

之　
　

法
）

222-
0037

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
六
六
︱
七
五
︱
五
七
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
六
六
︱
七
五
︱
五
八
〇
五

Ｔ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
パ
シ
タ
株
式
会
社

長
野
県
岡
谷
市
今
井
一
五
二
五

丸

山

律

夫

394-
0011

〒206-0025 東京都多摩市永山6-11-11
Tel 042-337-8111（代表）　Fax 042-337-8121
h t t p : / / www .m y p r i n t . c o . j p

寒中見舞いはがき
印刷承ります
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理

事

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
九
六
︱
四
〇
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
九
六
︱
四
三
二
八

学
校
法
人
明
治
大
学

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
︱
一

柳

谷　

孝

101-
8301

常
務
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
九
九
︱
三
七
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
九
九
︱
四
六
七
二

株
式
会
社
や
ま
た
け

足
立
区
西
新
井
五
︱
三
五
︱
一
三

山

口

大

介

123-
0841

顧

問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
一
七
︱
二
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
一
七
︱
二
一
二
〇

共
同
印
刷
株
式
会
社

文
京
区
小
石
川
四
︱
一
四
︱
一
二

山

口

政

廣

112-
8501

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
九
七
八
︱
八
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
九
七
八
︱
八
六
三
三

株
式
会
社
不
二
家

文
京
区
大
塚
二
︱
一
五
︱
六

ニ
ッ
セ
イ
音
羽
ビ
ル

山

田

憲

典

112-
0012

宮

司

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
二
九
︱
〇
八
六
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
二
九
︱
七
四
五
二

桜
神
宮

世
田
谷
区
新
町
三
︱
二
一
︱
三

芳

村

正

德

154-
0014

取
締
役
会
長

彫

刻

家

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
一
一
︱
七
七
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
一
三
︱
〇
〇
〇
三

株
式
会
社
日
本
金
属
工
芸
研
究
所

文
京
区
向
丘
一
︱
六
︱
一
二

山

田

朝

彦

113-
0023

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
四
三
︱
〇
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
六
四
三
︱
〇
六
五
二

フ
ォ
ー
デ
イ
ズ
株
式
会
社

中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
︱
一
三
︱
二
一

和

田

佳

子

103-
0025

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
五
︱
九
三
七
︱
三
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
︱
九
三
七
︱
三
三
六
七

株
式
会
社
シ
ン
メ
イ

横
浜
市
緑
区
寺
山
町
八
六
三

湯

川

孝

則

226-
0013

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
︱
六
九
〇
三
︱
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
︱
六
九
〇
五
︱
六
七
六
七

藤
浦
産
業
株
式
会
社

大
阪
府
守
口
市
佐
太
中
町
三
︱
二
︱
二
八

渡

辺

正

三

570-
0002

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
︱
二
〇
〇
八
︱
二
九
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
︱
二
〇
〇
八
︱
二
九
六
六

株
式
会
社
洋
日

埼
玉
県
所
沢
市
北
秋
津
七
三
九
︱
六
二

Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
レ
ジ
デ
ン
ス
一
Ｆ

渡

邊

洋

三

359-
0038

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
九
四
︱
三
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
九
四
︱
三
七
五
三

金
魚
の
吉
田　

株
式
会
社
ヨ
シ
ダ

葛
飾
区
東
新
小
岩
五
︱
一
四
︱
七

吉

田

信

行

124-
0023〒Ｔ

Ｅ
Ｌ　

〇
四
二
︱
六
四
二
︱
一
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二
︱
六
四
二
︱
一
七
九
八

株
式
会
社
東
京
精
密

八

王

子

市

石

川

町

二
九
六
八
︱
二

代
表
取
締
役
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

吉
田　

均

192-
8515
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連
合
駿
台
会
十
一
月
例
会

「
男
と
女
の
脳
科
学

〜
女
心
の
つ
か
み
方
、
男
心
の
癒
し
方
〜
」

脳
科
学
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
・
感
性
ア
ナ
リ
ス
ト

黒
川
伊
保
子　

氏

連
合
駿
台
会
恒
例
の
一
足
早
い
忘
年
例
会
が
、
百

人
を
超
え
る
参
加
者
の
も
と
、十
一
月
十
六
日
（
水
）

十
七
時
四
十
五
分
よ
り
、
明
治
大
学
紫
紺
館
で
、
黒

川
伊
保
子
氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
の
講
演
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。

＊

人
工
脳
研
究
で
わ
か
っ
た
こ
と

〝
人
生
に
聞
く
〟
と
い
う
こ
と
は
〝
女
心
を
つ
か

む
〟
と
い
う
こ
と
に
か
な
り
の
部
分
が
関
わ
っ
て
お

り
、
脳
が
作
り
出
す
「
男
女
の
溝
」
の
話
が
講
演
の

大
部
分
に
な
る
と
思
う
。
私
は
一
九
八
三
年
に
大
学

を
卒
業
後
、
富
士
通
の
人
工
知
能
の
研
究
室
に
配
属

に
な
っ
た
が
、
こ
の
年
は
、
私
た
ち
の
業
界
で
は
後

に
「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
元
年
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
二
〇
一
六
年
三
月
、
世
界
最
強
の
囲
碁
棋

士
に
グ
ー
グ
ル
の
開
発
し
た
人
工
知
能
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
勝
利
し
て
、
と
う
と
う
人
類
が
人
工
知
能
に
負
け

た
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も

に
、
世
界
中
で
人
工
知
能
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
正
確
に

は
第
三
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
）
が
起
こ
っ
て
い
る
。

私
が
入
社
し
た
頃
は
第
二
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
の
前

夜
に
当
た
る
頃
で
、
実
は
第
一
次
ブ
ー
ム
は
一
九
五

〇
年
代
に
す
で
に
あ
っ
た
が
、
人
工
知
能
の
開
発
が

盛
ん
だ
っ
た
の
は
主
に
軍
隊
の
あ
る
国
で
、
無
人
兵

器
用
に
研
究
費
を
投
入
し
て
い
た
の
で
、
敗
戦
か
ら

間
も
な
い
日
本
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
八
〇
年
頃
、
あ
る
通
産
省（
当
時
）の
キ
ー

マ
ン
が
「
二
十
一
世
紀
は
人
工
知
能
の
世
紀
に
な

る
、
二
〇
一
五
年
を
越
え
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
と
人

の
間
に
い
る
よ
う
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
で
は

そ
う
い
う
世
界
に
な
っ
た
時
、
人
は
ど
う
や
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
か
？　

特
に
ど
の
よ
う
に
対
話
し
た
ら
ス
ト
レ
ス
な
く
心
地

よ
く
共
存
で
き
る
の
か
？　

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

も
始
ま
り
、
一
千
億
円
も
の
予
算
を
投
じ
て
十
年
計

画
の
人
工
知
能
の
基
礎
研
究
機
関
が
立
ち
上
が
り
、

私
は
そ
の
新
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
機
構
（
通

称
・
ア
イ
コ
ッ
ト
）
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
五
年
、
富
士
通
は
世
界
初
の
脳
細
胞
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
造
を
モ
デ
ル
化
し
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
チ
ッ
プ

を
開
発
し
、
小
さ
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
た
。
そ
の

時
モ
デ
ル
化
し
た
脳
細
胞
の
数
は
三
十
九
個
だ
っ
た

が
、
今
春
、
人
間
の
囲
碁
棋
士
に
勝
っ
た
人
工
知
能

は
二
百
二
十
万
個
の
脳
細
胞
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の

だ
。
し
か
し
人
間
の
脳
に
は
一
千
数
百
億
個
も
の
脳

細
胞
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
工
知
能
が
人
間

の
脳
を
超
え
る
こ
と
は
ま
だ
遠
く
、
お
そ
ら
く
二
十

二
世
紀
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
志

も
な
く
、
人
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
も
な
く
、
社
会
を

案
じ
る
こ
と
も
な
く
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
仕
事
を
し

て
い
る
人
た
ち
の
仕
事
は
奪
わ
れ
て
い
く
と
思
う
。

三
十
五
年
前
、
私
は
や
が
て
到
来
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

社
会
で
心
地
よ
く
共
存
す
る
た
め
の
、
人
と
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
対
話
研
究
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
た
。

チ
ー
ム
の
私
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
男
性
だ
っ
た

が
、
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
か
な
り
絶
望
し
た
。
と

い
う
の
も
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
対
話
以
前
に
、
男
性

た
ち
と
ま
る
で
対
話
が
成
り
立
た
な
い
と
痛
感
し
た

か
ら
で
、
理
由
は
対
話
の
モ
デ
ル
が
ま
る
で
違
う
、

つ
ま
り
男
性
と
女
性
の
対
話
モ
デ
ル
は
ま
る
で
違

い
、
一
緒
に
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
も
っ

と
言
え
ば
、
話
の
方
向
が
〝
真
逆
〟
な
の
で
あ
る
。

女
性
は
物
事
の
発
端
か
ら
話
し
た
い
「
プ
ロ
セ
ス

志
向
型
」
で
あ
り
、
発
端
か
ら
経
緯
を
語
り
、
気
持

ち
よ
く
共
感
さ
え
し
て
く
れ
れ
ば
、
話
し
終
わ
る
頃

に
は
無
意
識
の
う
ち
に
脳
が
真
理
を
見
つ
け
、
も
う
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結
論
が
出
て
い
る
。
多
く
の
場
合
は
自
分
が
反
省
し

た
り
し
て
、
美
し
く
帰
結
す
る
。
と
こ
ろ
が
男
性
の

対
話
は
真
逆
の
「
ゴ
ー
ル
志
向
型
」
で
、
話
の
目
的

は
何
か
、
こ
の
目
的
に
美
し
く
至
る
た
め
の
問
題
点

を
い
ち
早
く
探
し
、
そ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
こ
と

に
全
力
投
球
す
る
、
い
わ
ば
狩
猟
型
。
つ
ま
り
女
の

話
は
始
め
か
ら
、
男
の
話
は
終
わ
り
か
ら
…
…
、
と

ベ
ク
ト
ル
が
ま
る
で
違
う
か
ら
、
一
つ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
の
中
に
混
ぜ
て
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
を
人
工
知
能
に
当
て
は
め
れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト

と
の
対
話
は
女
性
脳
型
の
「
プ
ロ
セ
ス
志
向
共
感
型

エ
ン
ジ
ン
」
と
男
性
脳
型
の
「
ゴ
ー
ル
志
向
問
題
解

決
型
エ
ン
ジ
ン
」
の
二
つ
に
分
け
て
作
っ
て
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
に
し
て
搭
載
す
る
し
か
な
い
。
と
い
う
わ

け
で
、
私
の
人
工
知
能
研
究
人
生
は
面
白
い
方
向
に

羅
針
盤
が
指
し
始
め
た
。
つ
ま
り
男
女
や
年
齢
、
あ

る
い
は
方
法
（
た
と
え
ば
人
生
最
初
に
獲
得
し
た
言

語
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
脳
の
回
路
構
成
が
大
き
く

違
っ
て
く
る
。
私
た
ち
人
工
知
能
研
究
者
は
脳
を

「
装
置
」
で
あ
る
と
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
入
力
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
演
算
を
施
し
、
ど
の
よ
う
な
出
力

を
し
て
く
る
装
置
か
、
と
考
え
る
。
心
と
い
う
機
能

を
内
在
し
た
人
の
臓
器
を
装
置
と
し
て
見
る
な
ん
て

乱
暴
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
脳
と
い
う
の
は
装
置
と
し
て
見
立
て
や
す
い
。

私
た
ち
の
脳
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
脳
神

経
細
胞
を
縦
横
無
尽
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
る
神

経
線
維
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
回
路
に
よ
っ
て
で
き

あ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
回
路
に
電
気
信
号
を
流
す
こ

と
で
脳
は
イ
ベ
ン
ト
の
す
べ
て
を
行
っ
て
お
り
、
つ

ま
り
脳
と
は
一
種
の
電
気
回
路
な
の
だ
。
さ
ら
に
重

要
な
こ
と
は
、
必
要
な
時
に
必
要
な
回
路
に
だ
け
電

気
信
号
が
流
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
脳
内
に
あ
る
天
文

学
的
数
の
回
路
の
中
か
ら
、
瞬
時
に
動
か
す
も
の
を

知
る
こ
と
は
人
生
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
加
え

て
私
た
ち
の
脳
は
二
十
八
年
ご
と
に
位
相
（
世
界

観
）
が
変
わ
る
。
最
初
の
二
十
八
年
は
も
っ
ぱ
ら
入

力
装
置
で
あ
る
が
、
出
力
精
度
が
ピ
ー
ク
に
な
る
の

は
、
五
十
六
歳
か
ら
八
十
四
歳
ま
で
の
二
十
八
年
間

で
、
こ
こ
が
人
生
で
最
も
使
い
甲
斐
の
あ
る
時
期
で

も
あ
る
。
ま
た
脳
は
電
気
回
路
な
た
め
驚
く
ほ
ど
精

緻
な
周
期
性
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
大
衆
全
体
で
重
な
る
も
の
も
あ
り
、
こ

れ
が
時
代
の
趨
勢
と
も
い
え
る
。

女
性
は
共
感
を
得
て
脳
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

脳
を
装
置
と
し
て
見
立
て
る
と
、
最
初
に
見
え
て

く
る
の
が
「
男
女
の
溝
」
で
あ
る
。
男
女
の
脳
は
回

路
の
構
成
と
信
号
特
性
が
大
き
く
違
う
。
私
は
よ
く

炊
飯
器
と
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
に
た
と
え
る
。

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
ご
飯
が
炊
け
な
い
こ
と
は

先
刻
承
知
だ
か
ら
当
然
と
受
け
止
め
る
が
、
私
た
ち

は
異
性
の
脳
に
対
し
て
は
、
持
っ
て
い
な
い
機
能
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
イ
ラ
つ
い
て
し
ま
う
。

自
分
た
ち
と
は
ま
っ
た
く
違
う
装
置
な
の
で
、
も
の

の
考
え
方
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

あ
る
例
を
出
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
も
し
奥
様
か

ら
「
今
日
は
腰
が
痛
い
の
よ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
あ

な
た
は
何
と
答
え
る
だ
ろ
う
か
？　

日
本
の
成
熟
男

性
の
ほ
と
ん
ど
は
「
医
者
に
行
っ
た
の
か
？
」
と
言

う
の
だ
そ
う
だ
が
、
こ
ん
な
冷
た
い
言
葉
は
な
い
。

ま
た
気
を
遣
っ
て
「
腰
を
揉
ん
で
や
ろ
う
か
？
」
と

言
う
の
も
、
余
計
な
お
世
話
な
の
で
Ｎ
Ｇ
。
先
ほ
ど

も
述
べ
た
よ
う
に
、
女
性
の
会
話
の
目
的
は
共
感
が

第
一
な
の
で
、
同
じ
会
話
が
女
性
同
士
に
な
る
と
、

ほ
ぼ
全
員
が
「
え
ー
、
腰
が
痛
い
の
？　

そ
れ
辛
い

よ
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
相
手
の
言
葉
の
反
復

と
同
情
は
、
会
話
の
は
じ
め
の
〝
お
約
束
事
〟
で
あ

り
、
共
感
し
て
も
ら
う
と
脳
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
女
性
は
怖
い
・
ひ

ど
い
・
辛
い
、
あ
る
い
は
可
愛
い
・
美
味
し
い
・
嬉

し
い
・
き
れ
い
で
も
い
い
が
、
突
出
し
た
感
情
が
沸

き
起
こ
っ
た
時
に
、
強
い
余
剰
ス
ト
レ
ス
信
号
が
起

こ
り
、
そ
れ
が
男
性
の
何
十
倍
も
強
く
長
く
残
る
。

理
由
は
女
性
が
哺
乳
類
の
メ
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。
哺

乳
類
の
メ
ス
は
自
分
の
中
で
子
供
を
あ
る
程
度
大
き

く
し
て
か
ら
産
み
、
そ
の
後
も
自
分
で
授
乳
す
る
の

で
、
自
分
自
身
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
種
の
保
存
の

第
一
義
で
あ
る
た
め
、
自
己
保
全
の
信
号
が
非
常
に

強
く
流
れ
る
。
と
こ
ろ
が
共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
余
剰
の
ス
ト
レ
ス
信
号
を
解
消
で
き
る
。
す
な

わ
ち
「
共
感
」
は
特
に
大
事
な
の
だ
。

さ
ら
に
女
同
士
の
場
合
は
共
感
す
る
側
に
も
利
が

生
じ
る
。
他
人
の
知
識
が
自
分
の
知
恵
に
な
っ
て
脳

の
中
に
し
ま
わ
れ
、
あ
る
種
の
体
験
記
憶
が
こ
ん
な
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形
で
入
っ
て
い
く
。
こ
の
時
の
心
の
動
き
（
＝
情

動
）
の
見
出
し
に
は
紐
が
付
い
て
い
る
の
で
、
何
か

心
が
動
い
た
時
、
そ
れ
に
よ
く
似
た
紐
を
引
っ
張
る

の
で
、
過
去
の
関
連
記
憶
が
〇
・
六
秒
で
、
早
い
時

に
は
〇
・
〇
六
秒
で
脳
裏
に
す
べ
て
展
開
さ
れ
る
。

よ
く
女
性
は
過
去
の
こ
と
を
蒸
し
返
す
と
い
う
が
、

こ
の
形
式
で
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
い
て
お
り
、

女
性
の
会
話
は
共
感
を
得
て
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
。
一

方
、
男
性
は
問
題
解
決
の
た
め
に
会
話
を
す
る
の

で
、
会
話
が
始
ま
っ
た
ら
こ
の
会
話
の
目
的
は
何

で
、
そ
の
問
題
点
は
何
か
と
す
ぐ
考
え
る
。
よ
っ
て

た
と
え
男
性
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
真
実
で
あ
っ
て

も
、
女
性
か
ら
す
る
と
い
き
な
り
弱
点
を
突
か
れ
た

感
じ
が
し
て
逆
上
す
る
わ
け
だ
。
共
感
の
な
さ
が
女

性
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
〝
壊
滅
的
に
〟
に
下
げ
る

こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
欲
し
い
。
脳
の
構
造
が
違
う

の
だ
か
ら
、
共
感
し
ろ
な
ど
と
は
言
わ
な
い
が
、
ま

ず
は
受
け
止
め
の
共
感
が
肝
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
過
去
の
す
べ
て
を
一
瞬
に
思
い
出

し
て
〝
再
体
験
〟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
回

傷
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
目
の
前
で
大
切
な
女

性
が
切
れ
て
も
、
男
性
に
は
こ
の
一
回
が
い
か
に
些

細
か
説
明
す
る
権
利
も
暇
も
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
謝

る
し
か
打
つ
手
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
切
れ
た

女
性
に
い
く
ら
謝
っ
て
も
火
が
消
せ
な
い
こ
と
は
皆

さ
ん
ご
存
知
だ
ろ
う
か
ら
、
切
れ
る
前
に
き
ち
ん
と

誤
っ
て
お
く
と
い
う
「
処
方
箋
」
を
さ
し
あ
げ
て
お

こ
う
と
思
う
（
笑
）。
女
性
は
切
れ
る
前
に
答
え
よ

う
の
な
い
質
問
、
た
と
え
ば
「
あ
な
た
っ
て
ど
う
し

て
そ
う
な
の
？
」
な
ど
と
言
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の

時
は
謝
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
謝
り
方
の
九

八
％
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。「
ゴ
メ
ン
、
ゴ
メ

ン
！
」、
ゴ
メ
ン
二
回
は
ま
っ
た
く
無
意
味
で
、
い

き
な
り
ゴ
メ
ン
と
言
う
く
ら
い
な
ら
謝
ら
な
く
て
結

構
。
共
感
し
て
か
ら
謝
る
…
…
、
こ
れ
は
基
本
中
の

基
本
で
あ
る
。「
仕
事
と
私
の
ど
っ
ち
が
大
事
な

の
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、「
あ
あ
、
君
に
淋
し
い
思

い
を
さ
せ
て
ゴ
メ
ン
」
が
正
し
い
答
え
、「
奥
様
と

私
と
ど
っ
ち
が
大
事
な
の
？
」
と
愛
人
か
ら
聞
か
れ

て
い
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、「
す
ま
な
い
、
大
事
な

の
は
妻
だ
。
し
か
し
愛
し
て
い
る
の
は
君
だ
よ
」
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
（
笑
）。

　【
講
　
師
　
略
　
歴
】

　
黒
川
伊
保
子
（
く
ろ
か
わ
・
い
ほ
こ
）

一
九
五
九
年
、
長
野
県
生
ま
れ
、
栃
木
県
育
ち
。

一
九
八
三
年
、
奈
良
女
子
大
学
理
学
部
物
理
学
科

卒
。(

株)

富
士
通
ソ
ー
シ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ラ

ト
リ
に
て
、
十
四
年
に
亘
り
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の

研
究
開
発
に
従
事
し
た
後
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

勤
務
、
民
間
の
研
究
所
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年 (

株)

感
性
リ
サ
ー
チ
を
設
立
、
代
表
取
締
役
に
就
任
。

二
〇
〇
四
年
、
脳
機
能
論
と
Ａ
Ｉ
の
集
大
成
に
よ
る

語
感
分
析
法
『
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
・
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
導
出
法
』
を
発
表
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
同
時
に
化

粧
品
、
自
動
車
、
食
品
業
界
な
ど
の
新
商
品
名
分
析

を
相
次
い
で
受
注
し
、
感
性
分
析
の
第
一
人
者
と
な

る
。

二
〇
〇
五
年
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
非
常
勤
講
師
就

任
。

二
〇
〇
六
年
、
大
前
研
一
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
、
感
性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座
を
開

講
。

http://w
w

w
.ihoko.com

/
http://w

w
w

.kansei-research.com
/

　【
著
　
書
】

『
日
本
語
は
な
ぜ
美
し
い
の
か
』（
集
英
社
新
書
）、

『
恋
愛
脳 

〜
男
心
と
女
心
は
、
な
ぜ
こ
う
も
す
れ
違

う
の
か
』『
夫
婦
脳 

〜
夫
心
と
妻
心
は
、
な
ぜ
こ
う

も
相
容
れ
な
い
の
か
』『
運
が
い
い
と
い
わ
れ
る
人

の
脳
科
学
』『
家
族
脳 

〜
親
心
と
子
供
心
は
、
な
ぜ

こ
う
も
厄
介
な
の
か
』（
新
潮
文
庫
）、『
し
あ
わ
せ

脳
に
育
て
よ
う
』（
講
談
社
）、『
脳
育
て
の
黄
金

ル
ー
ル
』（
芽
ば
え
社
）、『
こ
と
ば
に
感
じ
る
女
た

ち
』（
ワ
ニ
文
庫
）、『
無
邪
気
な
脳
で
仕
事
を
す
る
』

（
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
ス
社
）、『
い
い
男
は
「
や
行
」

で
ね
ぎ
ら
う　

い
い
女
は
「
は
行
」
で
癒
や
す
』

（
宝
島
新
書
）、『
キ
レ
る
女 

懲
り
な
い
男 

〜
男
と

女
の
脳
科
学
』（
ち
く
ま
新
書
）

『
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で 

大
切
に
さ
れ
る
女
（
ひ

と
）　

報
わ
れ
な
い
女
（
ひ
と
）』（
三
笠
書
房
・
二

〇
一
五
年
二
月
発
売
）、『
鈍
感
な
男  

理
不
尽
な
女
』

幻
冬
舎
・
二
〇
一
五
年
八
月
発
売
）、『
英
雄
の
書 

〜
人
生
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
脳
科
学
』（
ポ
プ
ラ

新
書
・
二
〇
一
五
年
九
月
発
売
）、『
女
は
覚
悟
を
決

め
な
さ
い 

〜
人
生
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
脳
科
学
」

（
ポ
プ
ラ
社
二
〇
一
六
年
十
月
発
売
）
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次
に
熟
年
離
婚
防
止
策
の
大
切
な
処
方
箋
の
話
。

熟
年
離
婚
を
し
た
元
妻
に
〝
夫
に
離
婚
を
切
り
出
す

時
の
最
初
の
セ
リ
フ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
〟
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、〝
一
緒
に
い
る
意

味
が
わ
か
ら
な
い
〟
が
第
一
位
だ
っ
た
。
つ
ま
り
一

緒
に
い
る
意
味
を
問
わ
れ
た
ら
、
こ
れ
は
最
後
通
告

と
思
え
ば
い
い
。
自
分
の
ほ
う
に
も
別
れ
る
気
が

満
々
な
ら
こ
こ
で
沈
黙
を
通
せ
ば
Ｏ
Ｋ
、
だ
が
離
婚

す
る
気
も
な
い
の
に
こ
れ
を
言
わ
れ
た
ら
大
ピ
ン
チ

だ
。
一
秒
た
り
と
も
間
を
あ
け
な
い
で
、
即
座
に
憤

慨
し
て
「
バ
カ
な
こ
と
を
言
う
な
よ
、
一
緒
に
い
る

だ
け
で
意
味
が
あ
る
」
と
…
…
。
で
も
こ
れ
だ
け
で

止
め
る
の
は
ダ
メ
で
、「
そ
ん
な
女
、
お
前
だ
け
だ

よ
」
と
い
う
こ
と
を
〝
咬
ま
ず
に
〟
続
け
る
こ
と
が

大
切
だ
。
三
つ
も
覚
え
ら
れ
な
い
と
い
う
方
に
は
、

新
宿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ホ
ス
ト
か
ら
聞
い
た
ネ
タ
を
教

え
よ
う
。「
君
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
せ
た
こ
と
が

悲
し
い
」、
こ
れ
で
す
べ
て
解
決
す
る
そ
う
だ
。
た

だ
、
こ
の
言
葉
は
似
合
う
方
と
そ
う
で
な
い
方
が
あ

る
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
（
笑
）。

ち
な
み
に
、
専
業
主
婦
に
聞
い
た
、
夫
か
ら
言
わ

れ
た
言
葉
で
ム
ッ
と
き
た
言
葉
の
第
一
位
は
「
誰
の

お
か
げ
で
食
え
て
い
る
ん
だ
」、
二
位
は
「
言
っ
て

く
れ
れ
ば
や
る
の
に
」、
四
位
は
「
お
か
ず
、
こ
れ

だ
け
？
」
だ
そ
う
だ
。「
言
っ
て
く
れ
れ
ば
や
る
の

に
」
と
い
う
の
は
、
男
性
が
察
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
男
性
の
特
性
で
あ
り
、
鈍
い
わ
け

で
は
な
く
、
男
ら
し
さ
で
あ
り
、
男
の
優
し
さ
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
察
し
な
い
こ
と
は

仕
方
な
い
と
し
て
も
、
察
し
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
女
性
は
深
く
傷
つ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
謝
っ
て
欲

し
い
。「
言
え
ば
い
い
だ
ろ
う
」
は
、
人
生
最
大
の

Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
と
思
う
べ
き
で
、
こ
の
代
わ
り
に
「
気

づ
い
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ゴ
メ
ン
ね
」
と
言
お
う
。

ま
と
め

男
性
脳
と
女
性
脳
で
は
、
脳
幹
の
太
さ
が
違
う
の

で
、
ど
う
し
て
わ
か
り
あ
え
な
い
と
頭
に
き
た
り
、

悲
し
か
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
男
と
女
で
は
違
う
装

置
だ
と
思
え
ば
、
が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
な
く
な

る
。
つ
ま
り
、
諦
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

〈
女
性
脳
の
特
徴
〉

・
た
と
え
五
十
年
前
の
こ
と
で
も
、
〇
・
六
秒
あ
れ

ば
思
い
出
せ
る

・
察
す
る
力
が
強
い

・
共
感
力
が
高
い

・
男
性
に
と
っ
て
意
味
が
な
い
よ
う
な
こ
と
で
会
話

で
き
る
→
女
性
の
遺
伝
子
的
な
も
の
。
女
性
に

と
っ
て
意
味
が
な
い
こ
と
は
一
つ
も
な
く
、
た
わ

い
な
い
会
話
か
ら
で
も
、
将
来
、
記
憶
か
ら
取
り

出
し
て
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

〈
男
性
脳
の
特
徴
〉

・
察
す
る
力
が
弱
い
こ
と
で
、
生
存
本
能
が
高
ま
る

・
遠
く
に
い
る
獲
物
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
な
遺

伝
子
で
で
き
て
い
る
の
で
、
近
く
に
い
る
人

（
妻
・
家
族
・
恋
人
）
の
変
化
に
気
づ
き
に
く
い

・
結
論
や
問
題
解
決
が
好
き

男
性
は
女
性
が
情
緒
不
安
定
に
な
っ
た
時
は
、
話

を
聞
い
て
あ
げ
て
、
共
感
し
、
気
付
か
な
く
て
ご
め

ん
と
謝
る
こ
と
が
大
切
。
女
性
は
男
性
が
結
論
か
ら

言
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
。
相
手
を

思
い
や
り
言
動
や
行
動
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
良
い
夫
婦
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆ 

新
入
会
員
ご
紹
介

前
会
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

宮み
や

坂さ
か　

寿と
し

彦ひ
こ

昭
和
五
十
一
年
・
政
経
学
部
卒

輸
出
入
・
港
湾
関
連
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
杉
並
区
在
住

尾お

暮ぐ
れ　

敏と
し

範の
り

昭
和
五
十
五
年
・
商
学
部
卒

朝
日
航
洋
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
稲
城
市
在
住

田た

中な
か　

孝た
か

明あ
き

昭
和
五
十
五
年
・
工
学
部
卒

㈱
イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト

代
表
取
締
役
社
長

神
奈
川
県
藤
沢
市
在
住
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◆ 

明
大
ニ
ュ
ー
ス

●�

文
部
科
学
省
私
大
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
明

治
大
学
の
取
り
組
み
が
選
定

文
科
省
の
平
成
二
十
八
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
（
タ
イ
プ
Ｂ
）」
に
、
明
大
か

ら
申
請
し
て
い
た
事
業
「M

ath Everyw
here

：

数
理
科
学
す
る
明
治
大
学
―
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
る
現

象
の
解
明
―
」
が
こ
の
ほ
ど
選
定
さ
れ
た
。
全
国
百

九
十
八
校
か
ら
申
請
が
あ
り
、「
タ
イ
プ
Ａ
（
社
会

展
開
型
）」
に
十
七
校
、「
タ
イ
プ
Ｂ
（
世
界
展
開

型
）」
に
本
学
を
含
む
二
十
三
校
が
選
定
さ
れ
た
。

●
創
立
者
出
身
地・鳥
取
市
と

　

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

明
治
大
学
は
十
一
月
十
三
日
、
創
立
者
・
岸
本
辰

雄
の
出
身
地
で
あ
る
鳥
取
市
と
、
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
。
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式

に
は
、
明
大
か
ら
土
屋
恵
一
郎
学
長
、
鈴
木
利
大
学

務
担
当
常
勤
理
事
、
矢
ケ
崎
淳
子
社
会
連
携
副
機
構

長
が
、
鳥
取
市
か
ら
は
、
深
澤
義
彦
市
長
、
木
下
法

広
教
育
長
ら
が
列
席
。
関
係
者
が
見
守
る
中
、
土
屋

学
長
、
深
澤
市
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

●
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
六

土
屋
学
長
が
登
壇

日
本
経
済
新
聞
社
主
催
の
「
大
学
の
約
束
〜
ト
ッ

プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
六
〜
」
が
十
一

月
二
十
一
日
、
日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
行
わ
れ
、
第
二
部
で
行
わ
れ
た
大
学
ト
ッ
プ
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
土
屋
恵
一
郎
学
長
が
登
壇
し
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
や
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ら
れ
た
土
屋
学
長
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
い
う
と
、〝
英
語
を
話
せ
る
〟
と
い
う
側
面
が

強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
。
異

な
る
場
所
か
ら
や
っ
て
き
た
人
々
の
価
値
観
、
文

化
、
哲
学
、
宗
教
を
学
び
、
互
い
に
認
め
合
い
、
ど

の
よ
う
に
自
分
の
文
化
か
ら
離
脱
し
て
世
界
市
民
と

な
る
か
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
、
明
治
大
学
は
リ
ベ

ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
を
重
視
し
、
学
生
が
多
様
性
を

学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い
く
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

●「
自
己
点
検・評
価
報
告
書
」を

　

評
価
委
員
会
委
員
長
に
提
出

土
屋
恵
一
郎
学
長
（
自
己
点
検
・
評
価
全
学
委
員

会
委
員
長
）
は
十
二
月
十
九
日
、
自
己
点
検
・
評
価

規
程
に
基
づ
き
、「
二
〇
一
五
年
度
自
己
点
検
・
評

価
報
告
書
」
を
柳
谷
孝
理
事
長
（
自
己
点
検
・
評
価 

評
価
委
員
会
委
員
長
）
へ
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書

は
、
学
部
・
研
究
科
な
ど
の
全
五
十
三
機
関
が
自
己

点
検
・
評
価
活
動
を
行
い
、
自
己
点
検
・
評
価
全
学

委
員
会
や
同
全
学
評
価
部
会
が
全
学
的
な
観
点
か
ら

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
十
二
月
十
三
日
開
催
の
自

己
点
検
・
評
価
全
学
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

●
農
学
部
が
七
〇
周
年
を
迎
え
る

記
念
講
演
会
、記
念
植
樹
を
実
施

一
九
四
六
年
、
前
身
の
明
治
農
業
専
門
学
校
が
設

立
さ
れ
て
以
来
、
時
代
と
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
教

育
・
研
究
を
進
め
て
き
た
農
学
部
。
こ
の
た
び
、
創

立
七
〇
周
年
を
記
念
し
た
各
種
事
業
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
実
施
さ
れ
た
。『
生
明
祭
』
期
間
中
の
十
一

月
十
九
日
、
創
立
七
〇
周
年
記
念
講
演
会
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
・
中
央
校
舎
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催

中な
か

里ざ
と　

猛た
け

志し

昭
和
四
十
一
年
・
商
学
部
卒

学
校
法
人
明
治
大
学

財
務
担
当
常
勤
理
事

千
葉
県
浦
安
市
在
住

原は
ら　

宏
ひ
ろ
し

昭
和
六
十
二
年
・
政
経
学
部
卒

大
和
証
券
㈱
・
常
務
執
行
役
員

神
奈
川
県
川
崎
市
在
住

佐さ

野の　

径け
い

平
成
二
年
・
政
経
学
部
卒

大
和
証
券
㈱
・
執
行
役
員

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住

髙た
か

瀬せ　

伸の
ぶ

英ひ
で

昭
和
五
十
九
年
・
政
経
学
部
卒

日
本
出
版
販
売
㈱
・
常
務
取
締
役

千
葉
県
市
川
市
在
住
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さ
れ
た
。
十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
あ
る
農
学
部
五
〇
周
年
記
念
庭
園
（「
植
村

直
己
記
念
碑
」
脇
）
に
お
い
て
、
記
念
植
樹
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

●
公
認
会
軽
視
試
験 

明
大
生
四
十
五
人
が
合
格

金
融
庁
の
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
は
十
一
月

十
一
日
、
二
〇
一
六
年
の
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者

を
発
表
し
た
。
最
終
合
格
者
数
は
千
百
八
人
（
前
年

千
五
十
一
人
）
で
、
合
格
率
は
一
〇
・
八
％
（
前
年

一
〇
・
三
3
％
）
だ
っ
た
。
明
治
大
学
関
係
の
合
格

者
は
六
十
九
人
（
十
二
月
八
日
現
在
、
明
治
大
学
経

理
研
究
所
調
べ
）。
こ
の
発
表
を
受
け
、
経
理
研
究

所
は
十
二
月
九
日
、
現
役
合
格
し
た
学
生
を
対
象
と

し
た
報
奨
金
授
与
式
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
岸
本

辰
雄
ホ
ー
ル
で
執
り
行
っ
た
。
今
回
合
格
し
た
現
役

学
生
は
商
学
部
二
十
人
、
政
治
経
済
学
部
七
人
、
経

営
学
部
十
四
人
、
総
合
数
理
学
部
一
人
、
会
計
専
門

職
研
究
科
三
人
の
計
四
十
五
人
（
前
年
二
十
一
人
）。

こ
の
う
ち
、
本
学
の
公
認
会
計
士
養
成
機
関
で
あ
る

経
理
研
究
所
特
別
会
計
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
四

十
一
人
に
報
奨
金
が
授
与
さ
れ
た
。

●
Ｏ
Ｂ
市
長・町
長

▽
栃
木
県
宇
都
宮
市
長
（
十
一
月
二
十
日
投
開
票
）

佐
藤
栄
一
氏
（
無
所
属
④
、
一
九
八
五
年
法
学
部

卒
・
五
十
五
歳
）

▽
新
潟
県
南
魚
沼
市
長
（
十
一
月
二
十
日
投
開
票
）

林
茂
男
氏
（
無
所
属
①
、
一
九
九
二
年
政
経
学
部

卒
・
四
十
九
歳
）

▽
福
井
県
勝
山
市
長
（
十
一
月
二
十
七
日
投
開
票
）

山
岸
正
裕
氏
（
無
所
属
⑤
、
一
九
六
八
年
法
学
部

卒
・
七
十
一
歳
）

▽
神
奈
川
県
箱
根
町
長
（
十
月
三
十
日
投
開
票
）

山
口
昇
士
氏
（
無
所
属
⑤
、
一
九
六
七
年
商
学
部

卒
・
七
十
二
歳
）

▽
長
野
県
下
諏
訪
町
長
（
十
一
月
二
十
日
投
開
票
）

青
木
悟
氏
（
無
所
属
④
、
一
九
七
七
年
政
経
学
部

卒
・
六
十
二
歳
）

▽
岐
阜
県
関
ヶ
原
町
長
（
無
投
票
当
選
）

西
脇
康
世
氏
（
無
所
属
②
、
一
九
七
六
年
法
学
部

卒
・
六
十
四
歳
）

●
Ｏ
Ｂ
社
長

▽�
日
置
電
機
（
電
気
機
器
・
東
証
一
部
）=

細
谷
和

利
氏
（
一
九
七
九
年
工
学
部
卒
・
六
十
一
歳
）

●
来
な
ん
せ
、創
立
者・岸
本
辰
雄
の
ふ
る
さ
と
へ「
第

五
十
二
回 
全
国
校
友
鳥
取
大
会
」を
開
催

明
治
大
学
校
友
会
は
十
一
月
十
三
日
、「
第
五
十

二
回
全
国
校
友
鳥
取
大
会
」
を
鳥
取
市
・
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館
梨
花
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
創
立
者
の
一

人
・
岸
本
辰
雄
の
出
身
地
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、
日

本
全
国
、
大
韓
民
国
支
部
か
ら
約
九
百
人
の
校
友
が

参
集
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
笑
顔
で
旧
交
を
温
め
る

姿
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

●
二
〇
一
七
年
度
理
工
学
研
究
科
が
専
攻
を
再
編

統
合
一
専
攻
、新
設
三
専
攻
で
新
た
に
始
動

二
〇
一
四
年
に
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
、
次
世
代

へ
向
け
新
し
い
歩
み
を
始
め
た
理
工
学
部
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
さ
れ
た
持
続
性
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
学
問

体
系
を
構
築
す
べ
く
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
博
士
前

期
課
程
お
よ
び
博
士
後
期
課
程
を
共
に
新
し
い
枠
組

み
に
再
編
す
る
。
建
築
学
専
攻
と
新
領
域
創
造
専
攻

を
発
展
的
に
統
合
し
、「
建
築
・
都
市
学
専
攻
」
に

再
編
し
て
互
い
の
連
携
を
強
化
。
ま
た
、
同
研
究
科

に
お
い
て
こ
れ
ま
で
唯
一
の
理
学
系
専
攻
で
あ
っ
た

基
礎
理
工
学
専
攻
を
母
体
に
、
学
問
分
野
に
立
脚
し

た
「
情
報
科
学
専
攻
」、「
数
学
専
攻
」、「
物
理
学
専

攻
」
の
三
つ
の
独
立
し
た
理
学
系
専
攻
に
再
編
す

る
。
さ
ら
に
、
電
気
工
学
専
攻
、
機
械
工
学
専
攻
、

応
用
化
学
専
攻
の
定
員
を
変
更
し
、
新
た
な
理
工
学

研
究
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

●
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

過
去
最
多
三
千
九
百
五
十
人
を
動
員

明
大
生
が
壮
大
な
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
挑
む

「
明
治
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第

十
三
回
公
演
『M

idsum
m

er N
ightm

are

』
が
、

十
一
月
十
一
日
〜
十
三
日
の
三
日
間
（
全
五
回
）、

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
上
演

さ
れ
た
。
今
回
は
、
世
界
で
も
前
例
の
少
な
い
『
夏

の
夜
の
夢
』
と
『
二
人
の
貴
公
子
』
の
二
部
構
成
に
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挑
戦
し
〝
太
陽
の
恋
に
溺
れ
、
月
夜
の
狂
気
に
踊

る
〟
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
上
演
。
過
去
最
多
と
な

る
三
千
九
百
五
十
人
を
動
員
し
た
。
第
十
四
回
公
演

と
な
る
次
回
は
、『
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
レ
シ
ダ
』
の

上
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

●
硬
式
野
球
部・明
治
神
宮
野
球
大
会
制
覇

柳・星
の
Ｗ
エ
ー
ス
が
有
終
の
美

全
国
の
大
学
野
球
連
盟
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
校
十

一
校
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
戦
う
明
治
神
宮
野
球

大
会
で
、
明
大
は
二
回
戦
を
関
大
に
４
－
１
、
準
決

勝
を
上
武
大
に
３
－
０
で
勝
利
し
、
決
勝
に
進
出
。

十
一
月
十
六
日
の
決
勝
で
は
、
初
回
に
二
点
を
先

制
さ
れ
る
も
、
五
回
、
四
球
や
連
打
で
一
挙
に
逆

転
。
投
げ
て
は
、
柳
裕
也
主
将
（
政
経
４
）
―
星
知

弥
投
手
（
政
経
４
）
の
継
投
で
、
桜
美
林
大
打
線
を

抑
え
、
見
事
、
秋
の
大
学
日
本
一
に
輝
い
た
。

●
駿
台
体
育
会

リ
オ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
に
功
労
賞
を
贈
呈

明
大
体
育
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
親
睦
団
体
・

駿
台
体
育
会
は
十
二
月
七
日
、
二
〇
一
六
年
度
懇
談

会
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
二
十

三
階
の
岸
本
辰
雄
ホ
ー
ル
で
開
催
。
体
育
会
部
長
や

監
督
を
は
じ
め
、
大
学
役
員
・
役
職
者
も
多
数
列
席

す
る
中
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
卓
球
部
の
丹
羽
孝
希
選
手
（
政
経
４
）、
Ｏ

Ｂ
の
水
谷
隼
選
手
（
二
〇
一
三
年
政
経
卒
）、
柔
道

部
Ｏ
Ｂ
の
海
老
沼
匡
選
手
（
二
〇
一
二
年
商
卒
）
の

三
氏
に
対
し
、
国
際
的
に
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
と

し
て
、
功
労
賞
を
授
与
し
た
。

●
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
三
人
が
Ｊ
１
の
舞
台
に

内
定
者
記
者
会
見

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
は
十
一
月
二
十
九
日
、
Ｊ

リ
ー
グ
各
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
が
内
定
し
た
三
選
手
の

記
者
会
見
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
会
見
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の

井
上
優
部
長
、
栗
田
大
輔
監
督
を
は
じ
め
、
河
面
旺

成
選
手
（
政
経
４
・
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
）、
小

出
悠
太
選
手
（
政
経
４
・
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
）、

道
渕
諒
平
選
手
（
農
４
・
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
）

が
出
席
。
会
見
で
は
井
上
部
長
が
「
考
え
る
サ
ッ

カ
ー
を
展
開
し
、
三
人
の
選
手
が
Ｊ
リ
ー
グ
に
内
定

で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

●
拳
法
部　

接
戦
を
制
し
、イ
ン
カ
レ
五
連
覇
達
成

体
育
会
拳
法
部
は
、
十
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ

れ
た
第
六
十
一
回
全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
で

優
勝
し
、
五
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
た
。

七
人
の
団
体
戦
で
戦
う
本
大
会
。
準
々
決
勝
、
準

決
勝
と
接
戦
を
制
し
た
明
大
は
、
決
勝
で
立
命
館
大

学
と
対
戦
し
た
。
参
将
戦
ま
で
１
－
３
と
苦
し
い
展

開
の
中
、
副
将
、
大
将
戦
で
巻
き
返
し
代
表
戦
に
持

ち
込
む
と
、
勢
い
の
ま
ま
に
、
原
田
優
介
主
将
（
法

４
）
が
見
事
勝
利
を
収
め
た
。

◆
十
一
月
例
会
出
席
者

相
澤
淳
一
、
青
木
孝
、
青
木
幹
則
、
青
柳
勝
栄
、

秋
山
隆
敬
、
浅
倉
晴
司
、
安
達
明
正
、
阿
部
倫
明
、

新
井
久
晴
、
有
賀
隆
治
、
飯
田
和
人
、
池
田
勝
也
、

石
川
か
お
り
、
石
橋
良
一
、
石
原
道
勝
、
泉
山
和

久
、
市
川
治
彦
、
同
ご
友
人
、
上
西
紘
治
、
宇
川
一

夫
、
宇
敷
和
章
（
代
理
）、
梅
津
章
、
大
野
正
美
、

大
原
幸
男
、
大
前
実
之
、
大
村
託
現
、
大
山
卓
良
、

岡
田
茂
、
小
山
哲
郎
、
金
子
圭
太
、
栢
森
靖
、
苅
部

彰
夫
、
河
村
博
、
草
木
頼
幸
、
栗
原
権
右
衛
門
、
小

島
清
治
、
五
味
道
雄
、
小
山
修
、
根
田
哲
雄
、
斉
藤

春
夫
、
斉
藤
弘
之
、
坂
田
貞
夫
、
坂
田
英
夫
、
桜
井

保
彦
、
佐
藤
和
正
、
佐
藤
健
、
佐
藤
仁
、
眞
田
瞳
、

志
田
憲
彦
、
杉
浦
伸
二
、
鈴
木
紘
一
、
鈴
木
隆
志
、

同
ご
友
人
、
関
孝
夫
、
同
令
夫
人
、
関
根
均
、
瀬
戸

正
道
、
相
臺
志
浩
、
田
口
幸
隆
、
同
ご
友
人
、
谷
原

誠
、
田
村
駿
、
常
泉
邦
彦
、
天
童
美
徳
（
代
理
）、

当
山
明
彦
、
德
丸
平
太
郎
、
富
水
流
孝
二
、
長
堀
守

弘
、
中
村
豊
、
並
木
洋
一
、
新
妻
一
彦
、
二
宮
充

子
、
長
谷
川
進
一
、
同
ご
友
人
、
幡
谷
公
朗
、
塙
英

幸
、
羽
生
健
一
郎
、
馬
場
範
夫
、
原
田
榮
、
樋
口
郁

夫
、
同
令
夫
人
、
弘
中
徹
、
深
代
尚
夫
、
同
ご
友

人
、
福
田
和
彦
、
眞
壁
八
郎
、
槇
野
泰
、
同
ご
友

人
、
松
崎
優
子
、
三
浦
栄
治
、
水
江
博
、
同
ご
友

人
、
宮
本
浩
二
、
向
井
眞
一
、
六
井
元
一
、
村
岡

健
、
村
山
富
市
、
室
井
恵
明
、
柳
谷
孝
、
山
上
雅

隆
、
山
口
大
介
、
山
口
政
廣
、
山
路
英
夫
、
山
田
朝

彦
、
弓
野
理
恵
、
吉
田
光
一
郎
、
渡
邊
洋
三


